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か
、誰
か
質
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上
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國

外

に

輸
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れ
把
る
我
が
貨
幣
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て
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大
な
る

' 

刺
_

ど
共
に

»

び
金
銀
の
形
態
に

.

於
て

^

然
我
に
歸
來
す
る
を
疑
ふ
も
の
ぞ
、而
し
て
他
方
に 

於
て
已
が
貨
幣
を
輸
送
す
る
國
民
は
自
國
の

■

商
品
を
有
ず
る
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こ
ビ
僅
少
な
る

4
0
の
な

P

ビ
ぜ 

ば
何
時
何
人
の
手
に
曲
る

V」

を
問
は
ず
正
貨

•

の
輸
出
を
：自
t o

に
許
容
す
る
地
方
に
於
て
吾
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が
常
に
見
る
が
如
き
財
貨
の
充
實
は
如
何

^ -

し
て
之
を
獲
取
し
得
た
る
や
。凡
を
人
間
の
行
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は
其
結
粜
を
待
つ
て
始
め
て
是
非
の
判
斷
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を
下
し
得
可
し
。資
易
の
こ

¥

亦
是
に
漏
れ
ず
。軍
に

.
 

事
業
の
端
錯
を
見
て
輕
々
に
皮

* |

の
推
断
を
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す
も
の
は
終
に
事
の
眞
相
を
誤
る
の
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彼
の
靡
播
の
時
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に
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し
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#
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地
に
投
す
る
農
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の
行
爲
の
み
を
見
る
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の
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彼
を
以
て 

農
夫
に
あ

&

す
し
て
寧
ろ
狂
夫
な
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ど
思
惟
す
可
し
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も
彼
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カ
の
終
局
た
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收
襁
時
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於
け
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典
勞
カ
を
考
啬
す
る
時
は
吾
人
は
彼
が
行
爲
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重
す
可
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滿
な
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所
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藏
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總
て
の
勘
定
科
目
を
人
格
化

レ
、
^
ら
ゆ
る
取
引
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營
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簿
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應
用
に
外
な
、ら
す
し
て
其
最
備
單
な

る

形

は

哳
鐵
筇
澍
！

^
0'
-9
_
=
»
钟

■

, • 

又
は
艰
に

 

I

t

y

a

#

、
'
,

に
て
楚
を
示
す
を
得
可
し
ビ
な

し
、次

に
一
切
の
取
引
を
交
換

.

取
引
、

®

益
娘
引
®
合
取
引
の

浓

彦

n
l

i
l

)
g

跳

|

恭

頭

|

か
盟
し

§

借
對
照
聚
擎

5

 

ハ九



'策
1
2

ニ
七
四)

論

.說

.

l
l
l
l
g

越|

為
明
し
て
I

I
表

:

f

號 

'セ
。

三
種
に
別
ち

®

値
の

「

加
減

」V 」

言
ひ
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ら
說
明
を
下
す
も
の
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及
び

1

、總
て
の
勘
定
科
目
を
有
偕
，
件ヾ

」

見
做
し
、此
等
有
價
物
件
の
交
換
即
ち
取
别
ょ
ぅ
隹
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る
財
產
の
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滅
變
化
を
營
業
主
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的
見
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入
す
る
も
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な
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中
第
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樣
式
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此
對
茸
に
於
て
單
に
彼
の
自
明
な
る
分
析
的
等
式
を
，認
む
る
に 

企

.ら
す
却
つ
て
典
深
重
な
る
意
義
を
觀
取
す
る
は
.簿
記
を
理
解
す
る
が
爲
め
に
根
本
的
蜇
要 

事

^

り
。即
ち
，彼の
對
立
は
特
稿
經
濟
■の
總
財
產
の
現
實
な
る

詳

B
す
れ
ば
傲
知
し
沿
で
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體
に
て
存
し
.經
濟
的
及
法
律
的
範
_
に
從
ひ
て
類
別
せ
ら
る
、
興
構
成
要
素
の
交
換
價
値
ど 

是
ょ
り
生
す

る
抽
象
即
ち
當
該
經
濟
所
有
生
の
資
產
ミ
の
對
立
な
る
な

i
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に
於
て
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見
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と
も
此
說

•明
樣
式
に
於
て

「

货
借

j
v
j

言
ふ
は

(

土
1:
7

%
言
ふ
程
の
意
、

H
Jな
^S、

結
局

r

貸
借

」

な
る
贤
を
：
 

無
意
味
に
化
し
去
る

.は

.貸
借
理
論
の
解
釋
ど
し
て
決
し
て
上

.乘
な
る
も
の
ビ
言
ふ
可
か
ら
す
、
 

即
ち
世
上
に
非
雛
ぁ
る
點
に
し
て

「

貸
借

」

の
本
質
を

®

明
す

.る
に
足

&

ざ
る

■

左
た

'る
な
合
？ 

夫
れ
然

i
、然
ら
ば

.第

】

の欉式は如何？

此檬式に於ては勘定科

0

を
人
格
化
し
て 

是
を
營
業
主

ビ

對
せ
し
む
る
が

故

に「

贷」

ど
言
ひ

「

借」

^
言
ふ
は
其
本
來
固
有
の
意
義
を
失
ふ
こ 

ぐ

J

な
し
。故
に
此
點
ょ

A

論
ず
れ
ば
此
欉
式
は
他
の
ニ
つ
の
何
れ
ょ
ぅ
も
饅
れ
る
も
の
ビ
言
は 

ざ
る
可
か

&

t'
WJ
ち
從
來
我
邦
に
行
は

る 

> 
解
說
が
、取
引
は
相
.等
し
き
價
格
の
交
換
な
ぅ
ビ 

說
き
起
し
て
诚
釋
的
に
說
明
す
る
も
の
も
、取
引
を
其
構
成
栗
素
に
分
解
し
、此
等
要
素
の

M

合 

關
係
を
明
に
し
て
歸
納
的
に
解
說
す
ど
稱
す
る
も
の
も
、共
に
等
し
く
此
樣
式
に
屬
し
篇
外
に 

出
づ
る
も
の
な
&
所
以
な
る
べ
し
ど
雖
鉍
か
も
此
樣
式
に
於
て
勘
定
科
目
を
人
格
化
す
る
は 

礙
實

R

遠
き

1

個
の
大
な
る
假
想
に
し
て
常
人
の
容
易
に
會
得
し
難
き
所
な
る
の
み
な
ら
す
、
 

其
然
が
く
大
な
る
假
想
を
設
け
て
ま
で
も

1貨
借

」
な
る
語
を
支
持
せ
ん

S

す
る
は
抑
も
可
&
な 

う
や
其
理
幽
も
亦
れ
悉
く

®

な

A

ど
言
ふ
可
か
ら
ず

◊是
れ
此
檨
式
の
缺
點
に
し
：て
吾
人
が
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を
以
て
自
ら
滿
足
す
る
能
は
ず
恣
に
私
案
を
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っ
る
听
以
な
る
な
り
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然
ら
ば
佘

.
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業
を
人
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化
し
て
是
を
資
本
主

v
j

對
互
せ
し
め
、總
て
吖
勘
宠
科
目
を
資
本
主
に
腐
す 

る
も
の

v
j

企
業
に
屬
す
る
も
の

V」

に
大
別
し
、企
業
に
屬
す
る
勘
定
科
目
の
下
に
於
て
は
企 

業
か
該
姆
定
科
目
の
形
に
て

.資
本
主
ょ

h

若
干
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値
を
借

>
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は
貨
す
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解
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、資
本
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す
る
勘
定
科
目
の
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に
於
て
は
資
本
主
が
當
該
勘
定
科
目
の
形
に
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企
業
ょ

6
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價
値
を
借
ぅ
若
く
は
貨
す

V
J

解
す
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し
て
斯
く
の
如
く
企
業
を
人
格
化
し
て
資
本
主
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對
せ
し
め
、總
て
の
勘
定
科
目
を
資
本
主
に
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す
る
も
の
ヾ
し
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に
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す
る
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勘
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目
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て
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む
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ビ
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入
に
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き
限
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個
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、換
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す
れ

.ば
企
業
の
資
本
主
に
負

.ふ

所

の

全

.體 

は
、資
本
主
の
企
業
に
貨
す
所
の
全
體
ど
等
し
か
る
ベ
き
道
理
な
れ
ば
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此
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し
て
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記
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否
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檢
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今
進
み
て
此
說
明
欉
式
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値
を
說
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に
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ち
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三
の
例
を
ビ
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豫
め
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適
用
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せ
ん
な
ら
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資
本
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し
て
現
金
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千
圆
を
元
入
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き
取
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主
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資
本
な
る
形 
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に
て
資
本
金
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千
圆
を
資
本
主
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營
業
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し
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現
金
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現
金
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る
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現
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現
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光
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